
　
野
澤
宏ひ

ろ
た
か光
先
生
が
授
業
改
善
に
本
格
的
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
、
栃
木
県
立
黒
磯
南
高
校
に
赴
任
し
て
最

初
の
中
間
考
査
を
終
え
た
時
だ
っ
た
。
生
徒
か
ら
、「
先

生
の
授
業
は
面
白
く
て
分
か
り
や
す
い
け
れ
ど
、
テ
ス

ト
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

栃木県立黒磯南高校
◎普通科高校として開校後、2013 年度に総
合学科に学科改編。校訓は「至誠敬愛・自律
自尊・進取究明」。国際理解教育、アクティブ・
ラーニングの視点からの授業改善、街おこし
を始めとするボランティア活動などに取り組
む。2022 年度、福祉系列を導入予定。
◎設立　1976（昭和51）年
◎形態　全日制／総合学科／共学
◎生徒数　１学年約160人
◎２０１９年度進路実績（現役のみ）
私立大は、足利大、埼玉工業大、文教大、神田
外語大、工学院大、拓殖大、東京工芸大、日本
大、立正大、神奈川大などに延べ 39人が合格。
短大、専門学校進学 85人。就職 33人。
◎URL

栃木県立黒磯南高校
野澤宏光　のざわ・ひろたか　

教職歴７年。同校に赴任して５年目。
学習指導部長。地理歴史・公民科担当。
校内外で研修や視察を重ね、
独自の指導法構築に努めてきた。

h t t p : // w w w. t o c h i g i - e d u . e d . j p /
kuroisominami/nc2/

13:50 前時の復習とテーマの確認 授業
ハイライト

歴
史
か
ら
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
獲
得
し
、

学
び
方
を
学
ぶ
「
２
タ
ー
ム
授
業
」で
、

学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る

「もし皆さんの生きる社会が、生き方の選べない社会だっ
たとしたら」。武士の社会について学ぶ中で、その課題を
乗り越えるヒントを得る。前時では、北条氏が権力を得た
過程を理解するために必要な、執権や世襲といった用語の
意味を学んだ。それらの理解を基に考察を進める本時では、
まず前時の復習として、挙手した生徒に概念を解説させた。

●
２
年
生
「
日
本
史
Ｂ
」
の
「
武
士
の
社
会
」
で
、
全
4
時
間

の
う
ち
の
2
時
間
目
。
北
条
氏
が
鎌
倉
幕
府
の
中
で
権
力

を
掌
握
し
た
過
程
を
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、
課
題
に
対
し

て
の
解
答
を
作
成
し
な
が
ら
、
武
士
社
会
の
成
立
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
た
。（
Ｐ
．29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

日本史

実践

日
本
史
の
授
業
を
通
じ
て
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
こ
と
を
問
い
直
す

野
澤
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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「
そ
の
頃
は
、
私
が
高
校
時
代
に
受
け
た
面
白
い
授

業
を
再
現
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
、
生
徒
は
分
か
っ
た
気
に
な
っ
た
だ
け
で
、
知
識

は
生
徒
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。授
業
は
、

教
師
が
上
手
に
話
し
て
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
シ
ョ
ー
の

場
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

　

野
澤
先
生
は
改
め
て
、
授
業
を
通
じ
て
生
徒
に
何
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
の
か
を
考
え
た
。
そ
こ
で
た
ど
り

着
い
た
の
が
、
歴
史
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
の
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
、
授
業
を
通
し
て
学
び
方
を
学

ぶ
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
歴
史
上
の
人
物
は
、
ど
の
よ
う
に
困
難
を
乗
り
越

え
て
社
会
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
。
歴
史
を
学
ぶ
中
で

得
ら
れ
る
先
人
の
教
え
は
、
人
生
に
役
立
つ
と
生
徒
に

実
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

目
標
に
掲
げ
た
授
業
を
実
現
す
る
た
め
、
野
澤
先
生

は
様
々
な
方
法
を
試
し
た
。最
初
に
取
り
入
れ
た
の
は
、

他
校
視
察
で
知
っ
た
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）

だ
っ
た
。
や
る
な
ら
徹
底
的
に
と
、
す
べ
て
の
授
業
で

行
っ
た
。
生
徒
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
み
、
話
が
上
手

に
な
っ
た
が
、
歴
史
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
い
っ

た
手
応
え
や
、
学
ぶ
力
が
向
上
し
た
と
い
う
実
感
は
な

か
っ
た
。

　
「
学
習
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
過

程
は
、
今
学
ん
で
い
る
内
容
が
何
に
つ
な
が
る
の
か
、

『
見
通
し
』
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
学
び
の
意
味
づ
け

を
す
る
た
め
の
『
振
り
返
り
』
で
す
。
当
時
の
授
業
に

は
、
そ
れ
ら
の
視
点
が
欠
け
て
い
ま
し
た
」

　

試
行
錯
誤
の
結
果
、
野
澤
先
生
は
、
２
つ
の
タ
ー
ム

に
分
け
て
授
業
を
構
成
す
る
「
２
タ
ー
ム
授
業
」
を
考

案
し
た
。
両
タ
ー
ム
を
通
し
て
生
徒
が
考
え
る
問
い
を

設
定
し
、
前
半
の
Ａ
タ
ー
ム
で
は
、
問
い
の
趣
旨
を
理

解
さ
せ
た
上
で
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
習
得
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
後
半
の
Ｂ
タ
ー
ム
で
は
、

問
い
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
し
、
歴
史
と
自
己
を

結
び
つ
け
る
振
り
返
り
を
行
う
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、「
も
し
皆
さ
ん
の
生
き
る
社
会
が
、

生
き
方
の
選
べ
な
い
社
会
だ
っ
た
と
し
た
ら
」
を
テ
ー

マ
と
し
、「
鎌
倉
幕
府
の
中
で
、
将
軍
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
の
か
」「
北
条
氏
は
、
な
ぜ
将
軍
に
な
ら

な
か
っ
た
の
か
」
を
問
い
と
し
た
。
官
職
が
世
襲
だ
っ

た
鎌
倉
時
代
、
将
軍
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
北
条

氏
は
、
役
職
に
固
執
せ
ず
、
執
権
と
し
て
実
権
を
握
っ

た
。血
筋
と
い
う
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

壁
を
柔
軟
に
乗
り
越
え
た
北
条
氏
の
し
た
た
か
さ
を
、

生
徒
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
、野
澤
先
生
は
考
え
た
の
だ
。

　

前
時
の
Ａ
タ
ー
ム
で
は
、
野
澤
先
生
が
テ
ー
マ
を
伝

え
、「
歴
史
の
中
に
答
え
を
出
し
た
人
た
ち
が
い
る
よ
」

と
言
っ
て
授
業
へ
の
期
待
を
高
め
た
。
生
徒
は
、
副
教

材
を
読
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
空
所
補
充
問
題
に
取
り

組
み
、時
代
の
流
れ
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
そ
の
際
、

鎌
倉
時
代
の
将
軍
や
執
権
の
地
位
な
ど
、
問
い
へ
の
解

答
に
必
要
な
情
報
を
簡
潔
に
、
難
し
い
言
葉
を
知
ら
な

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知
識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

14:02 13:55グループワーク（前半） 資料の確認と個人ワーク

各自が立てた仮説を基に、「子どもを将軍にして、その陰で自
分が政治を操ろうとしたのではないか」「将軍にならなかった
のではなく、なれなかったのではないか」など、グループで
意見を出し合った。その途中、「執権と将軍はどちらが偉いの
か」などと、歴史用語の意味を調べ直しながら、生徒同士で
議論を深めていった。

グループワークの課題は、①鎌倉幕府の中で、将軍はどのよ
うな存在だったのか、②北条氏は、なぜ将軍にならなかった
のか、という2つの問いについて、前時の学習内容と、中世
社会の身分秩序や将軍と御家人の関係に関する資料を基に考
えること。まず、グループの中の1人が資料を音読し、個人
で①②それぞれについて仮説を立てた。

習
得
と
活
用
の
「
２
タ
ー
ム
授
業
」
で

先
人
の
哲
学
に
触
れ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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い
中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
文
章
に
ま
と
め
る
よ
う
指

示
し
た
。必
要
な
情
報
は
何
か
を
精
選
さ
せ
る
こ
と
は
、

本
質
を
見
抜
く
目
を
養
う
た
め
の
工
夫
だ
。
そ
し
て
、

野
澤
先
生
が
15
～
20
分
間
、
講
義
を
行
い
、
最
後
に
復

習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　

Ｂ
タ
ー
ム
で
あ
る
本
時
で
は
、前
時
で
の
学
び
を
踏

ま
え
、野
澤
先
生
が
難
関
大
学
の
入
試
問
題
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
問
い
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、解
答
を

作
成
。最
後
に
、野
澤
先
生
が
先
人
の
教
え
を
伝
え
た
。

　
「
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
、
北
条
氏
の
し
た
た
か
さ

を
思
い
出
し
、
逆
境
を
乗
り
越
え
る
ア
イ
デ
ア
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

振
り
返
り
で
は
、主
体
性
や
協
働
性
、思
考
力
に
つ

い
て
５
段
階
で
自
己
評
価
し
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
、

そ
れ
を
人
生
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い
の
か
を
書
か

せ
る
。
学
習
内
容
を
整
理
し
、自
分
と
の
か
か
わ
り
を

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
。

　

野
澤
先
生
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
３
人
が
適
切
だ

と
考
え
て
い
る
。
４
人
で
は
ず
っ
と
発
言
し
な
い
生
徒

が
出
る
場
合
が
あ
り
、
２
人
で
は
議
論
が
行
き
詰
ま
る

こ
と
も
多
い
が
、
経
験
上
、
生
徒
同
士
の
や
り
取
り
は
、

３
人
が
活
発
だ
と
い
う
。な
お
、グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

は
１
年
間
固
定
と
し
て
い
る
。

　
「
人
間
関
係
づ
く
り
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
問
い

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
し
合
う
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー

を
固
定
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

Ｂ
タ
ー
ム
で
出
し
た
問
い
は
、
定
期
考
査
で
も
出
題

す
る
。
生
徒
は
、
授
業
の
終
わ
り
に
共
有
さ
れ
た
他
グ

ル
ー
プ
の
解
答
や
野
澤
先
生
の
解
説
を
参
考
に
し
、
ベ

ス
ト
と
思
わ
れ
る
解
答
を
作
り
、
試
験
に
臨
む
。

　
「
授
業
で
は
、
必
要
な
語
句
や
概
念
が
抜
け
落
ち
て

い
た
り
、
文
章
に
整
合
性
が
な
か
っ
た
り
す
る
解
答
も

あ
り
ま
す
が
、
定
期
考
査
で
は
多
く
の
生
徒
が
練
り
上

げ
ら
れ
た
解
答
を
書
き
ま
す
。
難
易
度
が
高
い
論
述
問

題
に
対
応
で
き
る
ま
で
、生
徒
は
授
業
後
も
深
く
考
え
、

学
ん
で
い
る
の
だ
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

生
徒
の
日
本
史
へ
の
学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
度
末
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
日
本
史
が
4

月
と
比
較
し
て
「
好
き
に
な
っ
た
」「
得
意
に
な
っ
た
」

「
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
８
割
以
上

だ
っ
た
。
模
擬
試
験
の
結
果
も
、
２
年
生
11
月
か
ら
１

月
に
か
け
て
上
昇
し
た
。

　
「
当
面
の
目
標
は
、
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
よ
り
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
大
学
入
試
に
お
い
て
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
が
、
い
ず
れ
は
、
生
徒
自
身
が
問
い
を
考
え
、

必
要
な
基
礎
知
識
を
主
体
的
に
身
に
つ
け
て
い
け
る
授

業
に
進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

14:35

野澤先生が問いについて解説した。ポイントを説明した上で、
「北条氏は、血統的に摂政・関白や将軍になれない」「将軍は
権力を握るための道具だった」など、最低限理解すべき事柄
を端的に伝えた。問いの模範解答は渡さず、定期考査までに
各自で考えることとしている。最後に、振り返りシートに自
己評価と授業で感じたことを記入して提出した。

14:25

制限時間内に結論を出せないグループが多かったため、野澤
先生は活動を10分間延長した。「問いは『なぜ将軍にならな
かったのか』だから、北条氏が摂家将軍を京都に追放したこ
とまで書く必要はないと思う」など、何が問われているのか
を確認しながら、解答を推敲した。まとめ終えたグループか
ら、Ａ３判の用紙に解答を記入し、黒板に掲示した。

解説、振り返り グループワーク（後半）

授
業
後
も
学
び
続
け
、

定
期
考
査
に
向
け
て
解
答
を
練
り
上
げ
る

成
果
と
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
３
人
と
し
、

メ
ン
バ
ー
は
１
年
間
固
定

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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水
野
瑠る

華か

さ
ん
　
私
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
歴
史
が
好
き
で
し
た
。
た
だ
、
中

学
校
時
代
は
、
日
本
史
は
暗
記
科
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
澤
先
生
が
授
業
で

出
さ
れ
る
問
い
に
は
、
中
学
校
の
時
の
勉
強
の
仕
方
で

は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
知
識
を
覚
え
る

だ
け
で
は
、
歴
史
を
本
当
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
野
澤
先
生
の
授
業
の
魅
力
は
、
自
分
の
考
え
を
み
ん

な
に
伝
え
、
他
者
の
考
え
を
吸
収
で
き
る
こ
と
で
す
。

私
は
日
本
史
が
得
意
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
説
明
す
る
側
に
よ
く
な
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

の
考
え
を
聞
く
と
「
そ
う
い
う
視
点
も
あ
る
の
か
」
と
、

自
分
が
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
疑

問
を
持
ち
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
歴
史
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

菅す
が

俣ま
た

琴こ
と

美み

さ
ん
　
以
前
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
初
の
授
業
で
行
わ
れ
た
、
自
己
紹
介

な
ど
を
す
る
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
で
メ
ン
バ
ー
と
話
し
や

す
い
関
係
が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
話

が
脱
線
す
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
授
業
を
重
ね
る
中
で

本
題
に
戻
す
コ
ツ
も
つ
か
め
て
き
ま
し
た
。

　
野
澤
先
生
の
授
業
に
は
、
ど
の
時
代
で
も
面
白
い
と

思
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
資
料
を
読
み
取
り
な
が
ら

自
分
な
り
に
考
え
る
こ
と
で
、
深
い
理
解
や
新
た
な
発

見
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
視
点
が

得
ら
れ
る
の
も
、
授
業
の
醍
醐
味
で
す
。
今
回
の
授
業

で
言
え
ば
、
北
条
氏
の
権
力
の
獲
得
手
法
は
他
の
歴
史

上
の
人
物
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
役
職
に
こ
だ
わ
ら
な

い
生
き
方
も
あ
る
の
だ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
視
点
が
増
え
る
こ
と
で
、
私
自
身
の
も
の
の
見
方
が

厚
み
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

【教科・科目】地理歴史・日本史 B　【分野・単元】中世社会の成立・武士の社会　【テーマ・作品】武士社会の形成　【設定時数】全４時間の中
の 2 時間目　【単元目標】 知識を活用しながら対話的・協働的に歴史の本質を考えることを通して、「武士の社会」について構造的に理解する。
歴史から先人の教えを学び取り、自己と結びつけることで、歴史への興味・関心を高める。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
武士の社会①

「北条氏の台頭」
「承久の乱」「執
権政治」

テーマ「もし皆
さ ん の 生 き る
社会が、生き方
の選べない社会
だったとしたら」
問い「鎌倉幕府
の中で、将軍は
どのような存在
だったのか」「北
条氏は、なぜ将
軍にならなかっ
たのか」

Ａ
タ
ー
ム

• 学び方を身につけ、活動
に前向きに取り組む。

• 基礎的・基本的な知識の
定着。

【知識、技能、主体性】

①導入／テーマと問いの確認。
②概観／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、副読本の本
時の範囲を音読。
③情報整理／グループで「整理ノート」
と「A タームまとめプリント」に取り
組む。本時の内容について、小テーマ
ごとに「中学生が分かるように」「情
報を精選して」まとめる。
④解答・解説／講義形式で解答と解説。
⑤振り返り／一問一答形式の復習プリ
ントと振り返りシートに、個人で取り
組む。

【主体的な学び】授業で「学びの流
れ（概観→整理［精選］→補足・確認）」
を繰り返すことで、学び方を学び、
自身で学びのサイクルを回してい
けるようになる。（通年の目標）

【対話的な学び】グループで協力して
活動できるか。足りない部分（学びに
向かう姿勢、基礎的・基本的な知識
など）をお互いに補い合えているか。

【深い学び】教科の内容を手段や視
点を変えて何度も繰り返し、自身
でアウトプットしながら精選して
まとめる中で知識を構造化させる。

• Ａタームまとめ
プリント
• 振り返りシート

2
Ｂ
タ
ー
ム

• グループで協力しながら、
難しい問いに粘り強く前
向きに取り組む姿勢。

• Ａタームで整理した知識
を活用する過程で、知識
を構造化できる。

• 学習内容を概念化し、先
人の教えを自分の生き方
やキャリアにどう生かせ
るかを考え、歴史と自己
を結びつける。

【思考力、判断力、表現力、
多様性、協働性】

①導入／テーマと問いの確認。
②確認／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、教科書の本
時の範囲を音読。
③深める／「資料プリント」に取り組
み、問いへの解答をグループごとに作
成。解答は A3 判の用紙に記入して黒
板に掲示。
④共有／各グループの解答を共有し、
必須の要素や解答の流れを確認。
⑤振り返り／本時の学習内容について
自分とのかかわりを考え、振り返り
シートに記入。 

【主体的な学び】「テーマ」や「問い」
を通して、歴史の本質から「先人
の教え」を学び取り、教科と自身
を結びつけることで、学びへの意
欲や教科への興味・関心を高める。

【対話的な学び】グループとしての
意識を高める。多少の脱線は許容
し、一人ひとりが発言できること
を目指す。

【深い学び】知識を活用して、「問い」
から歴史の本質を考えることを通
して、知識を構造化・概念化して
いく。

• 振り返りシート
• 定期考査での解
答（B タームの問
いを定期考査で出
題。他グループの
解答や教師の解説
を基に、解答を練
り上げて試験に臨
む。その過程を生
徒の解答から評価）
• 生徒の取り組み
の様子

4

武士の社会②
「武士の生活」「武
士の土地支配」

テーマ「もめ事
が起きた時、ど
う解決したらい
いか」
問い「鎌倉時代
の武士 ( 地頭 ) と
荘園領主はどん
な関係だったか」

Ｂ
タ
ー
ム

• グループで協力しながら、
難しい問いに粘り強く前
向きに取り組む姿勢。

• Ａタームで整理した知識
を活用する過程で、知識
を構造化できる。

• 学習内容を概念化し、先
人の教えを自分の生き方
やキャリアにどう生かせ
るかを考え、歴史と自己
を結びつける。

【思考力、判断力、表現力、
多様性、協働性】

①導入／テーマと問いの確認。
②確認／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、教科書の本
時の範囲を音読。
③深める／「資料プリント」に取り組
み、問いへの解答をグループごとに作
成。解答は A3 判の用紙に記入して黒
板に掲示。
④共有／各グループの解答を共有し、
必須の要素や解答の流れを確認。
⑤振り返り／本時の学習内容について
自分とのかかわりを考え、振り返り
シートに記入。 

【主体的な学び】「テーマ」や「問い」
を通して、歴史の本質から「先人
の教え」を学び取り、教科と自身
を結びつけることで、学びへの意
欲や教科への興味・関心を高める。

【対話的な学び】グループとしての
意識を高める。多少の脱線は許容
し、一人ひとりが発言できること
を目指す。

【深い学び】知識を活用して、「問い」
から歴史の本質を考えることを通
して、知識を構造化・概念化して
いく。

• 振り返りシート
• 定期考査での解
答（B タームの問
いを定期考査で出
題。他グループの
解答や教師の解説
を基に、解答を練
り上げて試験に臨
む。その過程を生
徒の解答から評価）
• 生徒の取り組み
の様子

＊野澤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全４時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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